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（次のページに続く）

宝塚市・良元診療所　医師　脇野　耕一

　支部が参加する社会保障をよくする宝塚の会（宝塚社保協）は９月 20 日に総会を開催し、

所属 10 団体から 13 人が参加した。総会議事では脇野耕一副支部長が副会長に選出された。

記念講演では宝塚医療生活協同組合の常務理事・亀崎千恵美氏が「ケアマネージャーから見

た介護保険制度の問題点について」をテーマに講演した。参加した脇野耕一先生の感想文を

掲載する。

講師の亀崎氏 ( 右 ) が、ケアマネージャーの訪問介護の実態について解説

　９月 20 日、宝塚社保協の第 21 回総会に参加しました。「ケアマネから見た介護保

険の問題点」と題して宝塚医療生協の亀崎千恵美ケアマネージャーから、わかりやす

くプレゼンテーションがありました。

　ひとつは、訪問介護（訪問ヘルパー）の報酬引き下げが昨年４月の改定で実行され、
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介護保険制度の改善働きかけよう
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健康情報テレホンサービス

通話料無料　（0120）979-451
★ 24 時間いつでも３分間程度の開業医の手作りの健康・医療情報を放

送しています。

★インターネットでもご覧いただけます ｡ 過去の放送分もキーワード検

索できます。URL は、http://www.hhk.jp/　左下のバナー「健康情

報テレホンサービス」をクリック。

月曜日　四十肩、五十肩のはなし　　火曜日　口内炎
水曜日　自然分娩と帝王切開　　　　木曜日　高齢男性の排尿障害 -前立腺肥大症 -
金土日　多汗症について　　　　　　　　　　　

幹事会だより

第 454 回　10 月２日 ( 木 )　参加６人

◆北阪神支部の会員数と組織率
　9/30 現在　医科 383 人（78％）、歯科 217 人（67％）

◆情勢と医療運動対策
　北阪神支部第40回支部総会での任務分担を確認した。2026 年度診療報酬改定研

究会、文化企画について意見が交わされた。

　情勢議論では、マイナ保険証救急搬送時についての問題点、来年の診療報酬改定

について議論された。

◆当面の支部活動
　12月６日（土）15時～臨床研究会「老健施設医に転身して思うこと」をテーマに
宝塚市健康福祉サービス公社理事長・介護老人保健施設「ステップハウス宝塚」施
設長の妙中信之先生にご講演いただく予定。伊丹市立産業振興センター６階マルチ
メディアホール（伊丹市）で開催予定。( 案内４面 )
◆次回幹事会
　11 月 6 日（木）14 時 30 分～「宝塚商工会議所　ソリオ２　６階　特別会議室 A」
にて開催予定
　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1805 小川・大野まで　

＊祝日は直前の放送テーマを放送します。
＊都合により、放送テーマは一部変更することがあります。
(お問い合わせ )TEL:078-393-1840　Email:hyogo-hok@doc-net.or.jp

 日替わり　ミミより　聴く医療！

　　　　　　　　　　　【2025 年 11 月のテーマ】 　

TEL 078-393-1805 ／ FAX 078-393-1802　e-mail　akane@doc-net.or.jp　担当：大野まで

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せください。

☆北阪神支部ニュースへの投稿を募集しています

１回の訪問で１５０円から２００円の引き下げですが、地域

のヘルパー事業所の倒産につながり大問題となっています。

政府による引き下げの根拠となったのが、高齢者住宅などで

効率的に多数訪問できる事業者を含めた統計で「訪問ヘル

パー事業者は儲けている」との認識です。このため広い地域

で移動時間をかけて回る零細な事業者が打撃を受けていま

す。この話は、医療分野でも「診療所は儲かっている」とい

う不正確な統計を駆使して報酬が引き下げられ多くの医療

機関が経営危機に直面しているのと共通しています。

　もうひとつは、「ケアマネのなり手不足」で、「本来の業務」以外の仕事（影の仕事）

が多く精神的負担が伴い給与は逆転現象（不当に低い）というケアマネの実態がある

ためケアマネ試験の受験者が１０分の１になっていると知りました。要介護や要支援

の高齢者には単身世帯や認知機能低下や交通弱者など様々な方がおられます。ケアマ

ネに求められているのは、それぞれの利用者に寄り添い、様々な介護サービス提供者

と連携する行動的な役割を果たすことです。その役割が正当に評価されていないこと

に憤りを覚えました。短い時間でしたが、社会保障をよくする運動のよりどころとな

る会の発展を願う機会となりました。

（前のページより）

　質問をする脇野先生

支部ニュースへの投稿を募集しています。


